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コ

ロ

ナ

禍

で
、
様
々
な
デ

マ
や
陰
謀
論
が

拡
散
さ
れ
た
。

膨
大
な
情
報
の
取
捨
選
択
基

準
は
、
正
確
な
数
字
の
裏
付

け
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ

る
。

　

公
衆
衛
生
や
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
専
門
家
が
発
信
す

る
正
確
な
デ
ー
タ
や
情
報
こ

そ
が
、
我
々
に
と
っ
て
唯
一

の
判
断
材
料
と
い
え
よ
う
。

科
学
を
欠
い
た
意
見
に
は
裏

付
け
が
あ
る
は
ず
も
な
く
信

用
に
値
し
な
い
。
エ
ビ
デ
ン

ス
の
無
い
断
定
的
な
意
見
こ

そ
疑
っ
て
か
か
る
必
要
が
あ

る
。
科
学
に
お
い
て
、
立
証

で
き
な
い
事
象
は
「
ま
だ
わ

か
ら
な
い
」
と
す
る
べ
き
だ

ろ
う
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関

す
る
多
く
の
デ
ー
タ
が
蓄
積

さ
れ
、
科
学
的
に
解
析
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
進
み
、
世
間
で
は
コ
ロ
ナ

以
前
の
生
活
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
一
方
、
救
急
医
療
の

現
場
で
は
、
救
急
車
の
事
故

ま
で
発
生
す
る
な
ど
過
酷
な

状
況
が
つ
づ
く
。

　

感
染
症
対
策
に
加
え
、
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
危
機

管
理
体
制
の
構
築
、
医
療
提

供
体
制
の
拡
充
に
、
政
府
の

責
任
で
早
急
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。 

（
Ｎ
）

協定を結ぶたつみ氏（左）と小澤理事長（右）
＝11日、保険医会館内　　　　　　　　　　　

４・９府知事選

大阪府物価高騰支援（３万円）

医
療
費
助
成
拡
充
、
国
保
料
引
き
下
げ
で
協
定

紙申請2/24締切
※消印有効

政策実現に意欲政策実現に意欲

４
面
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
特
集
／
「
猶
予
届
出
」
の
記
載
方
法
、「
診
療
報
酬
上
の
評
価
」
を
解
説

４
面
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
特
集
／
「
猶
予
届
出
」
の
記
載
方
法
、「
診
療
報
酬
上
の
評
価
」
を
解
説

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を２月15日に更新しました。
URL
http://osk-hok.org/job/

　

大
阪
市
会
に
大
阪
市
内
４

地
区
が
医
科
協
会
と
共
同
で

提
出
し
た
「
生
活
保
護
医
療

要
否
意
見
書
の
返
送
費
等
に

係
る
事
務
負
担
に
関
す
る
陳

情
書
」
（
以
下
「
意
見
書
返

送
費
の
軽
減
」）
と
「
75
歳

以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２

割
化
の
延
期
を
求
め
る
意
見

書
採
択
の
陳
情
書
」（
以
下

「
窓
口
負
担
２
割
化
延

期
」
）
が
２
０
２
２
年
12
月

６
日
、
民
生
保
健
委
員
会
で

審
査
さ
れ
、
い
ず
れ
も
継
続

審
議
と
な
っ
た
。

　

各
会
派
の
態
度
は
、
意
見

書
返
送
費
の
軽
減
に
つ
い
て

自
民
く
ら
し
と
共
産
が
採

択
、
自
民
と
公
明
が
継
続
審

議
、
維
新
が
不
採
択
。
窓
口

負
担
２
割
化
延
期
に
つ
い
て

は
共
産
が
採
択
、
自
民
、
公

明
、
自
民
く
ら
し
が
継
続
審

議
、
維
新
が
不
採
択
を
表
明

し
た
。
協
会
は
両
陳
情
書
の

採
択
に
向
け
、
引
き
続
き
運

動
を
進
め
る
。

　

「
意
見
書
返
送
費
の
軽

減
」
に
は
２
人
が
意
見
を
表

明
し
、
藤
岡
寛
和
委
員
（
維

新
）
は
、
生
活
保
護
制
度
は

統
一
的
な
運
用
が
求
め
ら
れ

る
と
し
「
自
治
体
が
返
送
費

の
負
担
を
判
断
す
る
こ
と

は
、
制
度
の
趣
旨
に
合
わ
な

い
」
「
費
用
は
全
額
国
庫
負

担
と
す
る
べ
き
」
と
述
べ
不

採
択
を
表
明
し
た
。

　

寺
戸
月
美
委
員
（
共
産
）

は
、
要
否
意
見
書
の
郵
送
料

や
封
筒
代
で
月
１
万
円
を
超

え
る
医
療
機
関
も
あ
り
、
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
と

紹
介
。
独
自
に
郵
送
料
を
負

担
し
て
い
る
府
内
自
治
体
も

あ
る
こ
と
を
示
し
、
採
択
の

意
見
を
述
べ
た
。

　

「
窓
口
負
担
２
割
化
の
延

期
」
に
つ
い
て
は
寺
戸
委
員

か
ら
意
見
表
明
が
あ
り
、
受

診
抑
制
は
重
症
化
を
招
き
、

さ
ら
な
る
医
療
費
増
加
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
と
し
た
上

で
、「
年
金
は
下
が
り
続

け
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
や
物
価

高
騰
の
中
で
高
齢
者
の
暮
ら

し
は
深
刻
だ
」
と
し
、
採
択

の
意
思
を
表
明
し
た
。

示
。
全
て
の
世
代
が
切
れ
目

な
く
歯
科
健
診
が
受
け
ら
れ

る
制
度
の
創
設
や
、
全
て
の

保
健
所
に
常
勤
の
歯
科
医
師

・
歯
科
衛
生
士
を
配
置
す
る

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

カ
ジ
ノ
誘
致
の
撤
回
、
不

要
不
急
の
大
型
開
発
や
広
域

行
政
一
元
化
条
例
の
見
直

し
、
中
小
企
業
振
興
に
よ
る

大
阪
経
済
の
再
生
な
ど
、
橋

下
徹
元
大
阪
府
知
事
以
降
の

政
策
か
ら
の
転
換
を
明
確
に

し
た
。
カ
ジ
ノ
用
地
賃
料
の

不
当
鑑
定
疑
惑
な
ど
権
力
私

物
化
疑
惑
の
検
証
を
積
極
的

に
取
り
組
む
考
え
も
た
つ
み

氏
と
一
致
し
た
。

　

府
知
事
選
挙
に
は
、
た
つ

み
氏
の
他
、
吉
村
洋
文
氏

（
現
職
、
大
阪
維
新
の
会
代

『
学
校
健
診
後
治
療
調
査
』

に
触
れ
、「
窓
口
負
担
を
引

き
下
げ
る
た
め
に
自
治
体
を

下
支
え
し
た
い
」
と
表
明
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
科

学
的
知
見
に
基
づ
い
た
新
興

感
染
症
対
策
を
講
じ
る
他
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
物
価

高
騰
の
影
響
に
よ
る
「
医
院

経
営
の
悪
化
に
対
す
る
支
援

を
強
め
る
」
と
述
べ
た
。

　

協
定
で
は
口
腔
保
健
事
業

の
拡
充
に
つ
い
て
、
歯
科
口

腔
保
健
条
例
の
制
定
を
明

が
つ
ぎ
込
ま
れ
、
医
療
・
福

祉
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る

と
懸
念
を
示
し
た
上
で
、

「
カ
ジ
ノ
に
突
き
進
む
の
で

は
な
く
、
府
民
の
い
の
ち
・

暮
ら
し
を
優
先
す
る
政
治
を

実
現
し
た
い
」
な
ど
と
政
策

実
現
へ
意
欲
を
述
べ
、
政
策

協
定
に
同
意
し
た
。

　

医
療
費
助
成
制
度
の
再
構

築
に
つ
い
て
た
つ
み
氏
は
、

学
校
健
康
診
断
で
要
受
診
と

さ
れ
た
子
ど
も
の
受
診
状
況

を
協
会
・
保
団
連
が
調
べ
た

　

た
つ
み
氏
は
カ
ジ
ノ
誘
致

の
撤
回
を
表
明
し
て
お
り
、

協
会
が
第
55
回
総
会
で
決
議

し
た
府
知
事
選
に
関
す
る
活

動
方
針
で
あ
る
「
カ
ジ
ノ
Ｉ

Ｒ
な
ど
大
型
開
発
の
推
進
に

対
峙
す
る
」
と
も
一
致
す

る
。
ま
た
、
協
会
の
要
求
で

あ
る
、
▽
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
等
の
拡
充
▽
国
保
料

引
き
下
げ
▽
口
腔
保
健
事
業

の
拡
充
―
―
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
流
。
た
つ
み
氏
は

カ
ジ
ノ
誘
致
に
府
民
の
税
金

2023年大阪府知事選挙にのぞむ政策協定
～いのち優先、誰もが安心して暮らせる大阪のために～
１．府予算は命や健康、暮らし最優先に転換し、カジノ誘致は撤回します
　① カジノを中心とする統合型リゾート（IR）の誘致を撤回します。
　② 不要不急の大型開発および広域行政一元化条例を見直します。
　③ 府域の経済政策を中小企業振興型に転換します。
　④ 上記の府政運営を堅持し、医療・保健・福祉施策の拡充を進めます。
２．医療費助成制度を再構築し、患者の窓口負担軽減を進めます
　① 乳幼児医療費助成の所得制限撤廃、無料化、対象年齢の拡大を進め、国に制
度化を求めます。

　② ひとり親家庭医療費助成制度の所得制限を撤廃し無料化します。
　③ 重度障がい者医療費助成制度を中軽度や難病患者にも拡大し無料化します。
　④ 老人医療費助成制度を再び制度化し、75歳以上２割化の中止を国に求めま
す。

　⑤ 妊産婦医療費助成を府が先駆けて創設し、国に制度化を求めます。
３．医療・介護にかかる府民の負担を軽減します
　① 国保料引き下げのため市町村減免を維持し府内の統一保険料を中止します。
　② 短期被保険者証・資格証明書を交付しないよう市町村を指導します。
　③ 介護保険料と利用料軽減のため財政支援を強化します。
　④ 国保・介護に対する国庫補助率の引き上げを国に求めます。
　⑤ 生活困窮者の生活が保障されるよう生活保護行政を見直します。
４．開業保険医が安心して医療が提供できる体制を整備します
　① 地域の基幹病院への財政支援を強め二次・三次の歯科提供体制を整備しま
す。

　② 障がい者（児）に対応できる歯科医療機関を増やし高次機能との連携を強めま
す。

　③ 地域医療構想の病床計画を見直し、急性期病床を維持・拡充します。
　④ 新興感染症や物価高騰などによる医院経営の悪化に対する支援を強めます。
５．口腔保健事業を拡充し、保健所体制を強化します
　① 歯科口腔保健推進条例を制定し庁内の歯科保健推進体制を強化します。
　② 全ての保健所に常勤の歯科医師・歯科衛生士を配置します。
　③ 全ての世代が切れ目なく歯科健診が受けられる制度を創設します。
　④ 学校歯科健診後の受診状況と「口腔崩壊」の児童・生徒を把握し改善を図り
ます。

６．国に政策の転換を求めます
　① 保険証廃止の中止とオンライン資格確認の導入義務化の撤回を国に求めま
す。

　② 専守防衛に反する敵基地攻撃能力の保有と軍事費倍増をやめるよう国に求め
ます。

　③  原発の新設および再稼働に反対し、再生可能エネルギーの普及を推進しま
す。

　

大
阪
府
知
事
選
（
４
月
９
日
投
開
票
）
へ
向

け
、
協
会
は
11
日
の
第
22
回
理
事
会
で
、
支
持

・
推
薦
を
決
め
た
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
（
辰
巳

孝
太
郎
・
無
所
属
）
氏
と
政
策
協
定
「
２
０
２

３
年
大
阪
府
知
事
選
挙
に
の
ぞ
む
政
策
協
定
〜

い
の
ち
優
先
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大

阪
の
た
め
に
〜
」
を
結
ん
だ
。
協
定
は
カ
ジ
ノ

よ
り
医
療
・
福
祉
を
優
先
し
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
▽
医
療
費
助
成
制
度
の

再
構
築
▽
口
腔
保
健
事
業
の
拡
充
▽
国
保
料
の

引
き
下
げ
▽
病
床
削
減
計
画
の
中
止
―
―
な
ど

６
分
野
25
項
目
を
掲
げ
る
。

維
新
「
不
採
択
」
を
表
明

意
見
書
返
送
費
軽
減

窓
口
負
担
２
割
化
延
期

大阪市内４地区

大
阪
市
会
で
継
続
審
議

表
）
と
谷
口
真
由
美
氏
（
大

阪
芸
術
大
学
客
員
准
教
授
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
お
お
さ
か
）

が
出
馬
を
表
明
し
て
い
る
。

カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
誘
致
に
つ
い
て

吉
村
氏
は
「
賛
成
」
、
谷
口

氏
は
出
馬
表
明
で
「
ど
ち
ら

で
も
な
い
人
た
ち
を
置
き
去

り
に
し
た
く
な
い
」
と
し
て

明
言
を
避
け
、
医
療
・

福

祉
、
教
育
な
ど
の
具
体
的
で

明
確
な
公
約
を
掲
げ
な
か
っ

た
こ
と
を
受
け
、
両
氏
は
推

薦
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

　

協
会
は
会
員
の
思
想
・
信

条
を
守
る
立
場
か
ら
、
党
派

選
挙
で
特
定
の
候
補
者
を
支

持
し
な
い
が
、
自
治
体
の
首

長
選
挙
は
、
保
険
医
の
要
求

実
現
が
保
障
さ
れ
る
場
合
に

積
極
的
に
取
り
組
む
。

※紙申請様式は2/5号同封

【送付先】
〒990-0034 
山形県山形市東原町２-
１-20　山形ロイヤルセ
ンチュリービル２階
株式会社ウィルオブ・ワ
ーク山形CRMセンター
内「大阪府医療機関等物
価高騰対策一時支援金事
務センター」宛


